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1 はじめに 

 
  新しい分野の研究をはじめる時、サーベイに

よって研究領域の発展をいち早く把握する事が

重要だと考えられる。研究領域を把握する有力

な手法として可視化が挙げられる[1,2]。ただし、

既存の手法はキーワードと著者の関係、引用関

係だけの分析を行っているものが多い。 

 研究領域を把握するためには対象領域の基本

となる文献と、自分の研究テーマの関連研究を

探すことが重要である。手に入れた一つの文献

から、キーワードによって同じテーマを扱って

いる文献を探すことができる。しかし、テーマ

内容が似ていても文献の発表年によって、新興

分野では既存の分野と異なるキーワードを使っ

ている場合がある。したがって、関連文献を探

す時、文献間の内容的な関係を表す引用関係の

可視化は重要である。さらに、文献のキーワー

ドと引用関係を連携することによって、対象領

域の重要文献と関連文献の探索を支援する事が

できる。 

 本研究では、対象領域の文献のキーワードと

引用関係が一覧できるツールの開発を目指す。

アプローチとして、対象領域のキーワードの提

示と、文献の重要度を測る四つの指標が一覧で

きる可視化手法を設計し、実装する。 

 

2 文献の重要度を測る指標 
 

 文献検索を支援するために、文献の重要度を

測る参考情報として、四種類の情報を提示する。 

 １. 発表年   

   最近の文献を読むほうが最近の研究動向を

把握でき、新しい研究点を見つけることがで

きる。 

２. 全体被引用数（引用している文献の全部

の数）     

 全体分野における被引用数が高い文献ほど    

 

 

 

 

 

 基本となる重要な文献として研究者によく 

使われる。 

３. 特定被引用数（引用している文献で着目

した分野に属する文献の数） 

  研究者が着目した分野内の文献からよく引

用されているなら、着目した分野内では重要

な文献であると考えられる。 

４. キーワード 

  選択した関連キーワードを含む数が多いほ

ど、研究者の関心があるテーマとの関係が強

いと考えられる。  

 

3 ツールの開発 

 
 キーワードと引用関係を連携するために、キ

ーワードを表現する「タグクラウド」（図１下

部）と、文献間の引用関係を表す「引用関係

図」（図１上部）を連携したツールを開発した。 

 

         
          図１. ツールの概観 
 

3.1 キーワードのタグクラウド 

 

  キーワードをアルファベット順と使用頻度数

の両方の観点から迅速に特定できるようにタグ

クラウドを採用した。タグクラウドの各タグは

キーワードを表し、タグのサイズはキーワード

の利用頻度（キーワードを含む文献の数）を表

す。さらに、選択したタグに異なる色を付けて

表示する。また、キーワードの検索を便利にす

るために、タグクラウドの右上に入力バーを付
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けた。 

 

3.2 文献引用関係図の描画 

 

 文献の四つの指標を表すために、各文献を以

下の視覚化表現を持った円グラフで視覚化して

図１のように描画した。 

 文献の発表年をＸ軸によって表した。最近の

文献ほど右に配置される。 

 文献の全体被引用数をＹ軸によって表した。

全体的被引用数が高い文献ほどツールの上に配

置される。 

 文献の特定被引用数を円の外側のリングの色

の濃さで表わす。特定被引用数が高い文献ほど

濃い色で表わされる。 

 文献が含むキーワードを対応する色で分けた

円で表わす。円の色の数は文献が含むキーワー

ド（タグクラウドから選択したキーワード）の

数に対応する。 

 文献間の引用関係を視覚化するために、引用

関係を線分で表現する。円と円をつなぐ線分が

ある時、右の文献が左の文献を引用しているこ

とを示す。 

 

4 ケーススタディ 

 
 ここでは、研究者がクラスタリング研究に興

味をもっていると仮定する。ツールの初めの画

面で、研究者が「clustering」を選択するとタ

グクラウドに clustering を含む文献と、それら

の引用文献及び被引用文献に使われた全部のキ

ーワードが使用頻度によって表示される。 

 タグクラウドの関連キーワードから自分が興

味を持っているキーワードを複数選択すると、

選択したキーワードに異なる色がつき、図２の

ように更新される。 

 描画結果の引用関係図（図２上部）を俯瞰す

ることによって全体被引用数が一番高い文献 D

を見つけることができる。さらに、引用関係を

見ることで同じキーワードを含んでないが内容

的に関連がある最近の文献 A も見つけることが

できる。それによって、最近の研究発展の方向

を把握する事ができる。 

 また、特定被引用数が高い文献 C を見つけた

後に、それを引用している最近の文献Ａを見つ

けることもできる。それによって、最近の関連

文献を見つけることができる。 

 また、発表年とキーワードの二つの観点から

重要文献を探索する事もできる。例えば、最近

の文献の中で選択したキーワードを多く含む文

献Ｂを見つけることができる。 

 

 
 

       図２. 描画例 

 

5 関連研究 

 
 文献情報可視化として Chen[1]は文献の引用年、

引用数を視覚化して最近の研究トピックを分析

している。Ke ら[2]は、発表年、引用数、引用年

による論文の引用関係から研究分野に影響を与

えた論文などを発見できることを示した。本研

究では、引用関係とキーワードを連携している

ことが特徴である。  

 

6 まとめ 

 
サーベイを支援するためにキーワードを表す

タグクラウドと文献の引用関係図を連携するツ

ールを開発した。さらに、文献探索に役に立つ

情報として、文献重要度を測る参考値となる四

つの情報を連携する可視化手法を提示した。 
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